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物価高騰対応重点支援給付金、
定額減税調整給付金など
　1億9,583万円を追加補正

一
般
会
計
と

　
特
別
会
計
の
違
い
は
？

　

一
般
会
計
と
は
、
地
方
公

共
団
体
に
お
い
て
町
民
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始
め
と

す
る
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
（
福
祉
・
教
育
・
土
木

な
ど
）
を
計
上
し
て
い
る
会

計
で
す
。

　

一
方
で
特
別
会
計
は
、
事

業
目
的
を
限
定
し
、
特
定
の

収
入
を
も
っ
て
特
定
の
支
出

に
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計

と
区
別
し
て
経
理
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
に
設
け
ら
れ
る

会
計
で
す
。

　

坂
城
町
で
は
、
６
年
度
、

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
３

会
計
が
あ
り
ま
す
。

専
決
処
分
と
は
？

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
条
例

や
予
算
な
ど
に
つ
い
て
「
特

に
緊
急
を
要
す
る
た
め
、
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場

合
」
な
ど
に
お
い
て
、
町
長

が
議
会
に
代
わ
っ
て
意
思
決

定
す
る
こ
と
。

　

専
決
処
分
を
し
た
場
合

は
、
次
の
議
会
で
報
告
し
、

承
認
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
２
回
定
例
会
は
６
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
会
期
で
開
か

れ
、一
般
質
問
に
は
９
人
が
登
壇
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
事
項
の

報
告
を
承
認
し
、条
例
の
一
部
改
正
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
９
件
の
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

第
２
回
定
例
会

　
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）
は
、
地
方
譲

与
税
、
特
別
交
付
税
の
確

定
、
町
民
税
の
最
終
見
込
み

な
ど
に
よ
り
、
７
９
１
８
万

円
を
減
額
し
、
総
額
が
74
億

８
４
９
６
万
円
と
な
っ
た
。

　

５
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
は
、
保
険
給
付
費
等
の

減
額
に
伴
い
、
９
３
４
５
万

円
を
減
額
し
、
総
額
が
12
億

５
７
５
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

５
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

は
、
保
険
給
付
費
等
の
減
額

に
伴
い
、
８
０
９
４
万
円
を

減
額
し
、
総
額
が
13
億
６
４

９
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
は
、
保
険
料
の
確
定
等

に
よ
り
、
５
９
６
万
円
を
減

額
し
、
総
額
が
２
億
５
０
４

０
万
円
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

特
別
会
計
補
正
予
算

　

損
害
補
償
額
の
算
定
の
基

礎
と
な
る「
補
償
基
礎
額
」を

改
正
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
限
度
額
を
24
万
円
に
引
き

上
げ
た
。

　

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
軽
減
判
定
所
得

に
つ
い
て
、５
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
世
帯
の
被
保
険
者

等
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を

29
万
５
千
円
に
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、２
割
軽
減
の
対

象
と
な
る
世
帯
の
被
保
険
者

等
の
数
に
乗
ず
べ
き
金
額
を

54
万
５
千
円
に
引
き
上
げ
た
。

　

個
人
町
民
税
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
分
の
個
人
所
得

割
額
か
ら
、
納
税
者
及
び
配

偶
者
を
含
め
た
扶
養
家
族
１

人
に
つ
き
１
万
円
の
減
税
を

行
う「
定
額
減
税
」に
つ
い
て

規
定
の
整
備
を
行
っ
た
。

　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

負
担
水
準
の
均
衡
化
を
促
進

す
る
た
め
、
現
行
の
負
担
調

整
措
置
等
を
３
年
間
延
長

し
、
木
竹
由
来
ま
た
は
農
作

物
の
収
穫
に
伴
っ
て
生
ず
る

バ
イ
オ
マ
ス
で
発
電
す
る
、

特
定
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備

に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
を

新
設
し
た
。

坂
城
町
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

税
条
例
の
一
部
改
正

専
決
処
分
を
承
認

坂城町文化センターの今昔

Since 2024Since 2024

Since 1971Since 1971
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一般会計補正予算（主なもの）
令和５年度
◆第10号（専決）補正額	 ▲7,918万円
　歳出
　◦保健福祉等複合施設整備基金への積立金	 ２億1,000万円
　◦森林づくり基金への積立金	 332万円
　◦文化センター管理費	 ▲4,596万円
　◦橋梁修繕事業	 ▲2,915万円
　◦介護・訓練等給付事業	 ▲1,954万円
　◦新型コロナウイルス予防接種事業	 ▲1,821万円
　※各事業実績の精算に伴う補正

令和６年度
◆第１号補正額	 1億9,583万円
　歳入
　◦国庫支出金	 1億7,076万円
　◦基金繰入金	 1,769万円
　◦町債（緊急自然災害防止対策事業債）	 200万円
　歳出
　◦物価高騰対応重点支援給付事業	 4,622万円
　◦子育て世帯物価高騰対応重点支援給付事業	 510万円
　◦定額減税調整給付事業	 1億1,943万円
　◦鉄の展示館「坂城に華ひらく能装束展」	 650万円
　◦小型動力ポンプ更新等　消防施設経費	 253万円

〜議会を傍聴してみませんか〜〜議会を傍聴してみませんか〜

次の定例会は９月初旬
開会の予定です。

事前の申し込みは不要です。
当日議場（役場４階）へお越しください。

会議録は町のホームページから
ご覧になれます。 坂城町議会

　

６
年
12
月
２
日
以
降
、
健

康
保
険
証
の
新
規
交
付
・
再

発
行
が
終
了
し
、
従
来
の
保

険
証
か
ら
、
保
険
証
利
用
登

録
が
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
保
険
証
）を

基
本
と
す
る
国
の
法
改
正
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
経

費
に
つ
い
て
、１
９
５
万
円

を
増
額
し
、
総
額
を
13
億
５

６
４
１
万
円
と
す
る
。

　

国
の
低
所
得
者
支
援
及
び

定
額
減
税
と
あ
わ
せ
て
実
施

さ
れ
る
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
給
付
事
業
、
子
育
て
世

帯
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
事
業
等
な
ど
１
億
９
５

８
３
万
円
を
増
額
し
、
総
額

70
億
５
８
３
万
円
と
す
る
。

　

県
道
坂
城
イ
ン
タ
ー
線
の

延
伸
に
伴
い
、
変
更
等
を
行

う
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

町
道
路
線
の
廃
止
・

認
定
・
変
更

令
和
６
年
度
分

インター先線

この先、右折ご遠慮願います

坂城駅とテクノさかき駅に、
電動アシスト付自転車が配備されています。
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件　　名 提　　出　　者 付託常任委員会及び
委員会審査結果

本会議における
議決結果

請  

願

国に対し適格請求書等保存方式（イ
ンボイス制度）について直ちに見直
しを検討することを求める請願書

品川フリーランスの会
坂城町会員　赤池　志麻
紹 介 議 員　玉川　清史

総務産業
継続審査

第２回 定例会（６月）の審議結果

（○は賛成、×は反対）

（議員氏名）

（議案名）
結果

中
嶋　

  

登

塚
田　

  

舞

水
出  

康
成

宮
入  

健
誠

中
村  

忠
靖

星　

  

哲
夫

玉
川  

清
史

山
城  

峻
一

祢
津  

明
子

大
日
向
進
也

朝
倉  

国
勝

大
森  

茂
彦

滝
沢  

幸
映

意 見 書 地方自治法改正案に反対する
意見書 可決

〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 議  

長  

職賛成と反対が同数になったため、議長裁決により決定

２ 賛否が分かれた議案

 3  全会一致で否決された議案……なし

 4  請願審査結果

（１）専決処分
　① 坂城町消防団員等公務災害補償条例の一部改正
　② 坂城町税条例の一部改正
　③ 坂城町国民健康保険税条例の一部改正
　④ 令和５年度補正予算
　 　・一般会計（第10号）
　 　・国民健康保険特別会計（第４号）
　 　・介護保険特別会計（第４号）
　 　・後期高齢者医療特別会計（第３号）

（２）条例
　① 坂城町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

　② 坂城町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正

　③ 坂城町地域包括支援センターの人員及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正

（３）令和６年度補正予算
　① 一般会計（第１号）
　② 国民健康保険特別会計（第１号）

（４）その他
　① 町道路線の廃止
　② 町道路線の認定
　③ 町道路線の変更

１ 全会一致で可決された議案

　６月１日㈯、町内３小学校では、創立150周年を記念した運動会
が開催されました。
　今年は、例年とは違う種目を取り入れたり、各校とも工夫が凝ら
され、記念ムードを盛り上げていました。
　運動会当日は青空が広がり、笑顔と歓声があふれる運動会となり
ました。

（文：山城　峻一）

表　
紙
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中嶋　登  議員

質問項目ここが聞きたい!
一 般 質 問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

特区申請による用地確保を

事前の用地確保は難しい

工
業
振
興

問  

坂
城
町
は
工
業
の
町
で

あ
る
。
町
が
工
業
用
地
を
あ

ら
か
じ
め
確
保
し
て
お
く
こ

と
は
法
的
に
難
し
い
よ
う
だ

が
、
用
地
確
保
の
た
め
特
区

申
請
な
ど
の
考
え
は
あ
る
か
。

商
工
農
林
課
長　

特
区
制
度

を
活
用
す
る
た
め
の
特
定
事

業
一
覧
に
は
、
工
業
用
地
確

保
の
た
め
に
、
農
振
法
を
は

じ
め
各
種
法
令
の
適
用
を
除

外
す
る
内
容
の
特
定
事
業
は

な
く
、
現
状
で
は
特
区
申
請

に
よ
る
工
業
用
地
の
確
保
は

難
し
い
。

鉄
の
展
示
館
に
つ
い
て

問  

鉄
の
展
示
館
は
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
20
数
年
が
経

ち
、
日
本
刀
の
展
示
が
メ
イ

ン
で
、
坂
城
町
の
名
誉
町
民

第
１
号
で
、
人
間
国
宝
の
故

宮
入
行
平
刀
匠
を
顕
彰
す
る

場
で
も
あ
る
。

　

施
設
の
名
称
を「
人
間
国

宝
宮
入
行
平
記
念
館
」に
変

更
す
べ
き
と
思
う
が
町
の
考

え
は
。

町
長　

昭
和
38
年
に
人
間
国

宝
と
な
っ
た
故
宮
入
行
平
刀

匠
を
顕
彰
し
、
後
世
ま
で
伝

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

名
称
変
更
に
つ
い
て
は
、

20
年
以
上
も
の
間「
鉄
の
展

示
館
」で
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
名
が
さ
ら

に
広
ま
る
よ
う
展
示
・
企
画

を
行
っ
て
い
く
。

中 嶋 　 登 議員 5ページ

① 工業用地について
② 鉄の展示館について

大日向　進也 議員 6ページ

① 町のＤＸ推進について
② 信濃村上氏フォーラムについて

朝 倉　 国 勝 議員 6ページ

① 農業振興について
② 人口増加対策について

水 出　 康 成 議員 7ページ

① 交通体系の整備について
② 防災体制確立について

玉 川　 清 史 議員 7ページ

① 生活困窮者への支援について
② 災害対策について

祢 津　 明 子 議員 8ページ

① デジタル教育について
② ふるさと納税について
③ 詐欺について

大 森　 茂 彦 議員 8ページ

① 改正地方自治法について
② 町の今後の農業政策は
③ 介護保険事業は大丈夫か

宮 入　 健 誠 議員 9ページ

① 工業の町「坂城町」について
② 大学との連携協定について
③ 安全な町「坂城町」について

中 村　 忠 靖 議員 9ページ

① 町民の健康対応について
② 防災について

人間国宝 宮入行平肖像画（鉄の展示館蔵）
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朝倉　国勝  議員

大日向　進也  議員

温暖化に対する対策を

関係機関と連携していく

農
業
振
興

問  

温
暖
化
に
対
す
る
現
状

認
識
は
。

商
工
農
林
課
長　

近
年
は
温

暖
化
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影

響
が
大
き
く
、
収
量
の
減
少

や
品
質
の
低
下
が
見
ら
れ
、

温
暖
化
の
進
行
や
農
業
へ
の

影
響
を
非
常
に
危
惧
し
て
い

る
。

問  

温
暖
化
に
伴
う
農
作
物

障
害
へ
の
対
策
は
。

商
工
農
林
課
長　

県
の
果
樹

試
験
場
に
お
い
て
、
高
温
耐

性
の
あ
る
り
ん
ご
の
研
究
開

発
や
、
ぶ
ど
う
に
お
け
る
着

色
安
定
技
術
に
取
り
組
ん
で

い
る
。今
後
、温
暖
化
に
適
応

す
る
技
術
が
整
っ
た
際
に

は
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い

き
た
い
。

人
口
増
加
対
策

問  

民
間
の「
人
口
戦
略
会

議
」が
、２
０
５
０
年
ま
で
に

全
国
で
７
４
４
自
治
体
が
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
公

表
し
た
。
我
が
坂
城
町
も
残

念
な
が
ら
、
県
内
の
消
滅
可

能
性
自
治
体
26
市
町
村
の
一

つ
と
さ
れ
た
。
早
期
に
自
立

持
続
可
能
自
治
体
へ
仲
間
入

り
す
る
た
め
の
施
策
は
。

町
長　

一
面
的
な
推
計
の
み

で
消
滅
可
能
性
自
治
体
と
さ

れ
た
こ
と
は
大
変
残
念
で
あ

る
。
今
後
も
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
け
る
町
の
人
口
の
将

来
展
望
を
実
現
す
る
た
め
、

長
期
総
合
計
画
な
ど
に
基
づ

き
、
住
み
や
す
い
町
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

ＤＸ
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
は

３
事
業
を
導
入
す
る

問  

令
和
６
年
度
実
施
計
画

で
行
わ
れ
る
３
事
業
の
内
容

は
。

企
画
政
策
課
長　

今
年
度
実

施
さ
れ
る
導
入
事
業
の
う

ち
、「
書
か
な
い
窓
口
」に
つ

い
て
は
、
従
来
で
は
各
関
係

課
に
赴
き
、
手
書
き
の
申
請

書
類
作
成
が
必
要
で
あ
り
、

煩
雑
な
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
。

　

今
後
は
役
場
窓
口
に
設
置

す
る
機
器
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
用
し
て
、
住
民

票
や
印
鑑
証
明
等
の
取
得
が

可
能
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り

来
庁
者
の
時
間
と
手
間
の
大

幅
な
削
減
が
予
想
さ
れ
る
。

　
「
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
」導
入
に
つ
い
て
は
、利
用

を
希
望
す
る
町
内
施
設
の
空

き
状
況
が
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
確
認
で
き
、
そ
の
ま
ま

予
約
が
可
能
と
な
る
。

　
「
観
光
・
文
化
デ
ジ
タ
ル

化
」は
町
内
の
観
光
施
設
と

文
化
財
の
情
報
を
マ
ッ
プ
上

に
ま
と
め
、
サ
イ
ト
内
で
の

検
索
を
行
い
詳
細
な
情
報
収

集
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
を
搭
載
す
る
た

め
、
実
際
に
町
を
訪
れ
た
方

が
周
遊
さ
れ
る
際
に
活
用
で

き
る
も
の
と
な
る
。

問  

３
事
業
の
運
用
開
始
時

期
は
。

企
画
政
策
課
長　
「
公
共
施

設
予
約
シ
ス
テ
ム
」は
令
和

６
年
10
月
。「
書
か
な
い
窓

口
」は
６
年
11
月
。「
観
光
・

文
化
デ
ジ
タ
ル
化
」は
令
和

７
年
１
月
か
ら
の
運
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

品種の移行が始まってきた（稲作）

書かない窓口　※イメージ図
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玉川　清史  議員

自宅への持ち帰りは

避難所内での使用を想定

凝
固
剤
ト
イ
レ

問  

凝
固
剤
式
ト
イ
レ
セ
ッ

ト
を
避
難
者
が
自
宅
に
持
ち

帰
っ
て
の
使
用
も
想
定
し
て

い
る
か
。

住
民
環
境
課
長　

備
蓄
品
の

凝
固
剤
に
つ
い
て
、
各
個
人

宅
へ
配
布
す
る
こ
と
は
想
定

し
て
い
な
い
。ま
ず
、避
難
所

で
の
生
活
体
制
の
確
保
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。
町
総
合

防
災
訓
練
や
出
前
講
座
な
ど

の
機
会
に
ト
イ
レ
の
凝
固
剤

を
含
め
、
家
庭
に
お
い
て
災

害
の
備
え
を
周
知
し
て
い
く
。

災
害
関
連
死
審
査
会
の
設
置
は

問  

全
国
的
に
は
設
置
率
が

低
く
、
被
災
者
の
生
活
再
建

に
支
障
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

が
当
町
は
ど
う
か
。

住
民
環
境
課
長　

条
例
で

「
坂
城
町
災
害
弔
慰
金
等
支

給
審
査
委
員
会
」を
置
く
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
災
害
等

の
状
況
に
応
じ
て
こ
の
審
査

委
員
会
を
設
置
し
、
災
害
関

連
死
に
つ
い
て
も
調
査
・
審

議
を
し
て
い
く
。

生
活
保
護
が
権
利
で
あ
る
こ

と
の
周
知
と
学
校
教
育
を

問  

生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
町
の
周
知
方
法
と
、
学
校

の
教
育
状
況
は
。

福
祉
健
康
課
長　

制
度
の
周

知
方
法
等
、
長
野
保
健
福
祉

事
務
所
と
相
談
を
し
て
検
討

し
て
い
く
。

教
育
文
化
課
長　

学
校
生
活

全
般
で
人
権
感
覚
を
養
え
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

地域交通
実
運
用
に
向
け
た
料
金
体
系
は

利
用
料
金
は
据
え
置
く
予
定

水出　康成 議員

問  

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

実
証
実
験
が
６
年
度
最
終
年

度
と
な
る
。７
年
度
循
環
バ

ス
と
の
併
用
実
運
用
に
向

け
、
現
状
の
課
題
と
実
施
ま

で
の
取
り
組
み
ス
テ
ッ
プ
は
。

建
設
課
長　

地
域
公
共
会
議

や
地
域
交
通
利
用
促
進
協
議

会
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
に
は
、
新
た
な
要
望
は

な
い
が
、
利
用
者
の
要
望
と

し
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

運
行
時
間
の
拡
大
や
料
金
の

見
直
し
が
あ
る
。
北
陸
信
越

運
輸
局
等
と
協
議
し
、
適
切

な
仕
組
み
と
な
る
よ
う
努
め

る
。

問  

諸
物
価
高
騰
を
受
け
、

地
域
交
通
の
料
金
が
値
上
が

る
心
配
が
あ
る
。
料
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
は
。

町
長　

料
金
体
系
の
検
討
は

タ
ク
シ
ー
業
界
と
の
共
存
含

め
必
要
で
あ
る
が
、
本
格
運

用
の
開
始
に
あ
た
り
、
料
金

は
現
状
据
え
置
き
を
考
え
て

い
る
。

防
災
減
災
活
動
の
充
実
を

問  
昨
今
、
避
難
所
へ
の

ペ
ッ
ト
帯
同
避
難
も
認
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
が
、
課
題
も
多

い
。６
年
度
の
町
総
合
防
災

訓
練
に
含
め
、
町
民
の
理
解

や
課
題
克
服
を
進
め
た
い
が

町
の
考
え
は
。

住
民
環
境
課
長　
６
年
度
は

訓
練
の
ひ
と
つ
と
し
て
、実
際

に
ペ
ッ
ト
と
と
も
に
避
難
す

る
こ
と
、専
門
家
の
説
明
や
避

難
必
需
品
の
紹
介
ブ
ー
ス
設

置
を
計
画
す
る
。ペ
ッ
ト
飼
育

者
に
参
加
を
周
知
す
る
。

防災倉庫の調査（南条地区）
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大森　茂彦  議員

祢津　明子  議員

問  

前
回
の
一
般
質
問
で

「
有
機
農
業
の
宣
言
を
」の
問

い
に
、町
長
は「
有
機
農
業
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
」。課
長

は「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
誌

で
理
解
促
進
に
努
め
る
。
県

や
Ｊ
Ａ
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
推
進
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
」と
答
弁
。こ

の
間
、
ど
ん
な
取
り
組
み
を

し
て
き
た
の
か
。ま
た
、有
機

野
菜
を
学
校
給
食
で
使
う
こ

と
で
、
地
産
地
消
と
循
環
型

農
業
振
興
を
推
進
で
き
な
い

か
。

商
工
農
林
課
長　
こ
の
間
、先

進
事
例
の
調
査
・
研
究
等
を

行
っ
て
き
た
。７
月
に
開
催
さ

れ
る
農
業
生
産
者
の
会
議
に

お
い
て
、県
の
担
当
者
に
よ
る

有
機
農
業
や
認
定
制
度
の
説

明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
へ
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
学
校
給
食
の
食
材

と
し
て
使
用
し
、
農
家
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
等
へ
供
給
す

る
体
制
が
で
き
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
の
で
研
究
し
た
い
。

問  

国
連
が
提
唱
す
る
家
族

農
業
は
、
地
域
の
循
環
型
経

済
と
農
業
の
再
生
産
が
容

易
な
こ
と
、
輸
送
コ
ス
ト
の

削
減
と
環
境
負
荷
の
軽
減
、

有
機
農
業
に
適
し
て
い
る
こ

と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
11
項
目
の

理
念
に
合
致
す
る
と
考
え

る
。
町
の
農
業
政
策
へ
の
位

置
付
け
は
。

商
工
農
林
課
長　

よ
り
一

層
、
希
望
を
持
っ
て
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
環
境
づ

く
り
に
励
ん
で
い
き
た
い
。

有機農業
今
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
は

有
機
農
業
の
説
明
会
を
行
う

今後の進め方は

子どもが主人公の学びへ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

問  

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
加
速

す
る
中
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
教
育
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利

用
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
で

は
な
く
、
子
ど
も
が
主
人
公

と
な
る
学
び
と
し「
自
ら
が

選
択
し
、
考
え
、
表
現
す
る
」

学
習
の
中
で
、
ど
の
場
面
に

お
い
て
も
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
が
、
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
目
指
す
べ
き
姿
と
考

え
て
い
る
。

　
「
選
択
す
る
」は
、
膨
大
な

情
報
か
ら
何
が
重
要
か
を
主

体
的
に
判
断
す
る
能
力
が
、

生
き
る
力
を
育
成
す
る
上
で

重
要
と
考
え
る
。

　
「
考
え
る
」は
、対
話
的
、共

同
的
学
習
を
軸
と
し
た
授
業

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
「
表
現
す
る
」は
、
一
人
一

台
端
末
の
活
用
を
進
め
、自
ら

の
考
え
を
積
極
的
に
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
び
の
あ
り

方
を
、
学
校
の
垣
根
を
超
え

て
情
報
交
換
・
授
業
研
究
な

ど
に
取
り
組
み
、
坂
城
町
の

学
校
全
体
で
進
め
て
い
く
。

　

今
後
も
町
教
育
委
員
会

で
は
、
学
校
職
員
会
を
中
心

と
し
た
授
業
改
善
、
学
び
の

あ
り
方
の
研
究
を
支
援
し
、

学
校
の
要
望
も
踏
ま
え
な
が

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進

め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

授業風景
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宮入　健誠  議員

中村　忠靖  議員

帯状疱疹ワクチン費用助成を

最先端の検査機器（坂城テクノセンター）

町民の健康
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
を

導
入
に
向
け
進
め
た
い

問　
県
内
の
費
用
助
成
自
治

体
及
び
町
内
医
療
機
関
の
受

診
者
数
増
加
を
受
け
、
費
用

助
成
が
必
要
と
思
う
が
町
の

考
え
は
。

町
長　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
に
対
す
る
、
自

治
体
の
公
費
助
成
の
導
入
状

況
は
、６
年
度
は
全
国
で
は

約
３
分
の
１
に
あ
た
る
６
３

５
市
区
町
村
で
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
県
内
で
は
18
の
市

町
村
で
助
成
が
開
始
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
重
症
化
を
予
防
す
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
国

や
県
の
動
向
を
注
視
す
る
中

で
、
助
成
導
入
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

防
災
に
つ
い
て

問　

台
風
や
集
中
豪
雨
の

際
に
お
け
る
用
水
路
の
対
応

は
。

商
工
農
林
課
長　

台
風
の
接

近
な
ど
大
雨
が
予
想
さ
れ
る

際
に
は
、
水
門
管
理
者
に
よ

り
事
前
に
排
水
操
作
を
行

い
、増
水
に
備
え
て
い
る
。ま

た
、
突
発
的
な
集
中
豪
雨
の

際
に
も
、
水
門
管
理
者
が
迅

速
に
各
水
門
を
見
回
り
排
水

操
作
を
行
い
、
増
水
し
た
用

水
路
か
ら
周
辺
へ
の
溢い
っ

水す
い

被

害
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
も
町
内
の
防
災
上
、

重
要
な
水
門
の
自
動
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
水
門
操
作

の「
自
動
化
」
や「
遠
隔
化
」

な
ど
情
報
技
術
を
活
用
し
、

整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　

さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
が
目
指
す
今
後
の
役
割

は
。

商
工
農
林
課
長　

設
立
か
ら

30
年
が
経
過
す
る
中
で
、
社

会
情
勢
や
企
業
ニ
ー
ズ
の
変

容
に
合
わ
せ
、
支
援
の
形
も

徐
々
に
変
化
さ
せ
て
き
て
い

る
。

　

近
年
で
は
、
製
造
業
企
業

に
お
い
て
も
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
た
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
・
脱
炭
素
社

会
へ
の
動
き
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

テクノセンターの今後は

ＺＥＢ化事業の推進を図る

工
業
の
町

で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
新

た
な
支
援
事
業
と
し
て
、
県

工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
と

の
共
同
に
よ
り
、
町
内
企
業

の
カ
ー
ボ
ン
排
出
量
削
減
の

た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。ま
た「
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ

ン
タ
ー
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
事
業
」を

進
め
、
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
―
建

物
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
25
％
以
下
に
削
減
す
る

Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ
Ｚ
Ｅ
Ｂ
改
修

を
行
い
、
こ
の
改
修
前
後
に

得
ら
れ
る
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
町
内
企
業
と
共
有
し
な

が
ら
、
地
域
全
体
の
脱
炭
素

化
を
支
援
・
牽
引
し
て
い
く
。

大
学
と
の
連
携
協
定

問　
今
後
の
展
開
は
。

町
長　

町
づ
く
り
や
地
域

活
動
、
生
涯
学
習
、
教
育
、
環

境
、
産
業
等
に
つ
い
て
有
効

的
、
効
果
的
な
事
業
を
実
施

し
、
地
域
社
会
・
地
域
産
業

の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
事
業
の
精
査
・
検
証
を

行
い
、
相
互
の
連
携
を
強
化

し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。
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総
務
産
業
常
任
委
員
会
は

５
月
９
日（
木
）に
町
内
に
あ

る
水
門
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

始
め
に
役
場
に
て
担
当
課

よ
り
水
門
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、そ
の
後
、町
内
に
あ

る
防
災
上
主
要
な
水
門
の
中

の
５
箇
所
を
視
察
し
た
。

　

坂
城
地
区
の
前
田
川
に
あ

る
用
水
は
、
昨
年
の
夏
の
大

雨
の
際
、
水
門
が
停
電
の
た

め
稼
働
せ
ず
、
浸
水
被
害
が

起
き
て
し
ま
っ
た
。そ
の
後
、

対
策
と
し
て
非
常
用
電
源
の

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は

５
月
14
日（
火
）に
文
化
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
状
況
と
町
内

防
災
備
蓄
倉
庫
３
箇
所
を
視

察
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

は
、
令
和
５
年
７
月
か
ら
行

わ
れ
、６
月
中
の
完
成
予
定

で
あ
る
。

　

視
察
時
の
工
事
状
況
と
し

て
は
、
耐
震
補
強
工
事
が
終

わ
り
、
内
装
工
事
が
行
わ
れ

て
い
た
。
中
で
も
丸
窓
部
分

の
耐
震
補
強
が
し
づ
ら
く
、

工
事
は
大
変
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。１
階
大
会
議
室
は
、
特

に
音
響
に
関
し
て
、
改
善
を

図
っ
た
設
計
仕
様
と
し
て
進

め
て
い
る
説
明
が
あ
り
、
委

員
か
ら
は
専
門
的
な
質
問
・

設
置
が
さ
れ
た
。

　

中
之
条
地
区
と
小
網
地
区

に
あ
る
水
門
は
、
す
で
に
自

動
化
さ
れ
て
お
り
、
開
閉
に

か
か
る
時
間
や
水
の
流
れ
方

を
確
認
で
き
た
。

　

鼠
地
区
に
あ
る
水
門
は
、

自
動
化
へ
の
工
事
中
で
あ

り
、
工
事
関
係
者
の
方
に
直

接
質
問
が
で
き
る
貴
重
な
場

と
な
っ
た
。

　

上
平
地
区
の
水
門
は
、
自

動
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現

在
、
県
営
事
業
と
し
て
工
事

を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

今
回
の
現
地
調
査
で
、
水

門
の
手
動
操
作
の
大
変
さ

を
痛
感
し
た
。昨
今
は
、短
時

間
で
大
雨
に
な
る
こ
と
が
多

く
、
水
門
の
管
理
は
で
き
る

だ
け
早
く
、
安
全
に
作
業
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
時
間
の
か
か
る
手
動
か

ら
早
く
自
動
化
・
遠
隔
化
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

強
く
感
じ
た
。（

山
城　

峻
一
）

確
認
が
な
さ
れ
た
。

　

施
設
内
容
は
大
会
議
室
、

中
会
議
室
、多
目
的
室
、会
議

室（
２
室
）、
ク
ラ
ブ
室（
２

室
）と
舞
台
控
室
が
楽
屋
利

用
可
能
な
２
室
へ
改
造
さ
れ

て
い
た
。

　

工
事
中
の
た
め
、
想
像
の

域
で
は
あ
る
が
、
ト
イ
レ
や

会
議
室
な
ど
も
間
取
り
が
大

き
く
変
わ
り
、
利
便
性
が
良

く
な
る
と
感
じ
た
。
完
成
披

露
と
利
用
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

次
に
、
町
防
災
備
蓄
庫
設

置
場
所
と
し
て
、
南
条
の
第

３
分
団
詰
所
横
、
村
上
第
10

分
団
詰
所
横
、
防
災
セ
ン

タ
ー
の
備
蓄
状
況
を
視
察
し

た
。

　

保
存
食
の
備
蓄
は
、
町
人

口
１
万
４
千
人
の
１
割
の
３

日
分
の
食
料
を
確
保
す
る
方

針
と
し
て
い
る
。
目
標
は
１

２
６
０
０
食
で
あ
り
、
現
在

備
蓄
数
は
１
４
２
９
０
食
が

確
保
で
き
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
た
。

　

今
後
は
廃
棄
を
減
ら
し
、

更
新
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

　

避
難
所
の
ト
イ
レ
、
生
理

用
品
、
幼
児
む
け
用
品
な
ど

備
蓄
量
や
内
容
は
、
今
後
も

改
善
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と

を
期
待
す
る
。（

水
出　

康
成
）

委
員
会
報
告
（
閉
会
中
の
調
査
）

改修工事中の文化センター

水門の自動化・遠隔化
総務産業常任委員会

文化センター改修工事と
　　  防災備蓄庫の状況確認

� 社会文教常任委員会

自動化への切替工事（鼠地区）
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政 務 活 動 費 収 支 報 告
　政務活動費は、町政に関する調査研究等に資するために必要な経費の一部として、地方自治法の規定に基
づき条例の定めるところにより交付されるものです。（月額５千円、年額６万円）
　政務活動費の交付を受けた議員は、収支報告書を作成し領収書を添付のうえ、年度終了後、議長に提出し
なければなりません。年間の交付額を上回った分は、議員の個人負担となり、残金が生じた場合は町に返還
します。
　令和５年度の政務活動費の収支報告は、以下のとおりです。

　１ 交付額　　820,000 円
　　　　　　 　R5年4月（5,000円×13名）
　　　　　　 　R5年5月～ R6年3月（55,000円×13名、40,000円×1名）

　２ 支　出

 　３ 残　余（返還額）　　32,032 円

項　目 支 出 額 （円） 備　考
調 査 研 究 費 98,500 調査研究・視察
研 修 費 346,243 研修会参加等
広報・広聴費 63,690 議員活動の広報
資 料 購 入 費 581,440 参考図書等
合 計 1,089,873

支出額合計は議員から報告のあった支出総額です。
そのうち、政務活動費交付対象額は787,968円です。

４
月

  2日  葛尾組合議会臨時会
4・9・15日  議会報編集委員会
１９日  議会全員協議会
２２日  議会運営委員会
２４日  町例月現金出納検査
２６日  長野広域連合議会臨時会

５
月

  9日  総務産業常任委員会（閉会中の調査）
１３日  上田地域広域連合議会代表者会
１４日  社会文教常任委員会（閉会中の調査）
１５日  北海道上富良野町議会視察来町
２０日  議会全員協議会
２３日  町土地開発公社理事会
２４日  上田地域広域連合議会臨時会 / 町例月現金出納検査
２５日  第19回ばら祭り開祭式
２７日  品川フリーランスの会請願
２９日  議会運営委員会
３０日  （公財）さかきテクノセンター理事会

６
月

   1日  町内小学校150周年記念運動会
5〜19日  ６月議会定例会
２１日  （公財）さかきテクノセンター評議員会
21・27日  議会報編集委員会
２４日  第47回町民まつり実行委員会
２５日  町例月現金出納検査
２８日  町文化センター改修工事竣工式

満開のばら祭り会場

ブラインドサッカー公開試合
（びんぐしの里公園「すぱーく坂城」にて）

議 会 日 誌 （主なもの）
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わがまちのアイドル

‖  

坂城の子は坂城で育てる 

‖

坂城町で生まれたお子さんを紹介します。

平
　 

和

◎
発

行
/長

野
県

埴
科

郡
坂

城
町

議
会

　
責

任
者

/滝
沢

幸
映

　
編

集
/議

会
報

編
集

委
員

会
◎

印
刷

/株
式

会
社

シ
ー

デ
ン

ス
TEL（

代
表

）（
0268）82-3111（

直
通

）（
0268）75-6213   FAX（

0268）82-8307
E-m

ail/gikai@
tow

n.sakaki.lg.jp

　

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と「
食
」が
重
要
な
位

置
づ
け
に
あ
る
と
思
う
。

　

そ
も
そ
も「
平
」は
み
な
平
等
を
表
し「
和
」は
禾の

ぎ

（
穀
物
）と
口
で
表
さ
れ
、穀
物
を
口
に
入
れ
る
こ
と
。

皆
が
平
等
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
漢
字
で
も
平
和
を

表
し
て
い
る
と
思
っ
た
。

　

そ
し
て
、作
り
手
の
気
持
ち（
相
手
を
思
い
や
る
気

持
ち
）が
つ
た
わ
る
と
、思
わ
ず「
お
い
し
い
」と
顔
が

ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
う
。そ
ん
な
状
況
に
身
を
置
け
る
と

き
が
、平
和
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

幼
少
の
頃（
昭
和
40
年
頃
）、家
は
貧
し
く
米
は
供

出
し
少
な
く
、小
麦
粉
が
主
食
で
あ
り
、母
は
す
い
と

ん
や
う
ど
ん
を
よ
く
つ
く
っ
て
く
れ
た
。「
お
い
し
い
」

と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。高

級
店
で
横
柄
な
対
応
を
受
け
て「
お
い
し
い
」と
は
感

じ
な
い
。貧
し
く
と
も
、子
供
た
ち
に
何
と
か
食
べ
さ

せ
た
い
、母
の
心
が
質
素
な
食
卓
を
平
和
な
食
卓
に
変

え
て
い
た
の
だ
と
、今
思
う
。

　

世
の
中
の
武
力
戦
争
も
、敵
対
間
の「
お
い
し
い
」

競
い
合
い
に
変
わ
る
こ
と
を
願
う
。 （
水
出　

康
成
）

第４回

発
行
責
任
者　

議　
　

長�

滝
沢　

幸
映

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長�

中
嶋　
　

登

　
　
　
　
　

副
委
員
長�

山
城　

峻
一

　
　
　
　
　

委　
　

員�

中
村　

忠
靖

�

水
出　

康
成

塚
田　
　

舞

～名前の由来は～
　太陽のように明るく、元気で優しい子になってほしいと、名付
けてくれました。

～好きな離乳食は～
　ツナとひじきの炊き込みおかゆが大好き。おいしくて、パクパ
クすごい速さで食べちゃいます。

～好きなおもちゃは～
　プーさんのラッパ。８か月から遊び始めて、３日で吹けるよう
になったよ。

～最近ハマっていることは～
　カーテンやベビーゲートに隠れて、いないいないばぁをすること。
　楽しくて、何度もやっちゃうんだ。

～坂城町でお気に入りの場所は～
　子育て支援センター。
　遊ぶものがたくさんあるけど、ボールプールが一番のお気に入りです。
　お友だちと、これからいっぱい遊びたいな。

～パパママからの一言～
　陽向のニコニコ笑顔と元気な笑い声に癒されています。
　これからもたくさん遊んで、笑顔いっぱいの毎日を過ごしていこうね。

三井  陽
ひ な た

向 くん
 （10か月：新地）
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